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「キリストの体」

（Ⅰコリ12:12～31）

挽地茂男
2019.3.17 日本基督教団千歳丘教会礼拝

「一人はみんな〔万人〕のため

に，みんな〔万人〕は一人のため

に」という言葉は、ラグビーなど

のスポーツで、特に団体競技で使わ

れる標語ですが、もともとは、アレ

クサンドル・デュマの『三銃士』

にあるフランス語の言葉（ "un
pour tous, tous pour un" ア ン・プー

ル・トゥ、トゥ・プール・アン）

で、これをドイツの保険学者マー

ネスという人がドイツ語“Einer
für Alle, Alle für Einen” に訳し

て保険制度を的確に表す言葉とし

て使います。そこからさらに英語

に訳されて、ラグビーのスピリッ

トを表す有名な合言葉になりまし

た。そして one for all, all for one
と言えばラグビーというくらい定

着しています。

いずれにせよ、三銃士であろう

が、保険であろうが、ラグビーで

あろうが、みんなと一人の関係、

全体と個の関係が切っても切れな

い関係にあることを表していま

す。聖書が教える教会もまた、こ

のような関係にあります。コリン

トの信徒への手紙一の１２章はそ

のことを教えます。この聖書箇所

は、教会を形成していく際に何度

も読み返す必要のある箇所です。

つまりこの箇所は、すでにⅠコリ

ント３章を読んだときに触れまし

たように、教会の形成に不可欠な

(1)原理と(2)認識と(3)組織につ

いて教えとくれます。

１．まず原理です。「一と多」の

原理です。一即多。教会は、まず

①一つであること。そして同時に

教会には②多様性があることで

す。教会は「多様性の一致」とい

う言葉で語られる共同体なので

す。つまり、パウロがこの第一コリ

ントの手紙で示す教会的原理は

「一」と「多」ということ、教会

という一つの体には、多くの部分

があって成り立っているという事
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実です。１２－１４節。

12:12 体は一つでも、多くの部分

から成り、体のすべての部分の数

は多くても、体は一つであるよう

に、キリストの場合も同様である。

12:13 つまり、一つの霊によって、

わたしたちは、ユダヤ人であろう

とギリシア人であろうと、奴隷で

あろうと自由な身分の者であろう

と、皆一つの体となるために洗礼

を受け、皆一つの霊をのませても

らったのです。12:14 体は、一つ

の部分ではなく、多くの部分から

成っています。

まずは「一」の原理です。教会

は本来的に統一性をもつ共同体な

のです。パウロは「一」（ひとつ）

という言葉を三つのものにつけて

そのことを訴えます。まずわたし

た ち は ① 「 一 」 つ の 洗 礼

（ initiation）によって（v.13）、

この「世からの召し出」されたと

いう事実。そして②「一」つの霊

(Spirit）をのむ〔聖霊が、命の

水や、神の息にたとえられること

があるので「のむ」という言葉が

使われた〕ことによって（v.13）、

「神の思いと力」（スピリット）

を共有するものとなり、そして③

「一」つの体（body）にされ（v.

12-13）、神の霊・スピリットによ

って活動する「運動体」として存

在するようになったと語るので

す。教会とは神の召しにより選ば

れ集められ一体とされて、神の霊

に生かされる「キリストの体」な

のです。

次に教会の特徴となる「一」と

ともに「多」の原理です。それは

教会の持つ本来的な多様性を示し

ています。パウロはそれを体に例

えて語っています。「体は一つで

も、多くの部分から成り」（v.12）、

また「体は、一つの部分ではなく、

多くの部分から成っています」（v.

14）と語ります。つまり体は「一

即多、多即一」という特徴を持ち、

多くの部分が有機的に統合されて

一つの体が形成されるのです。教

会とは、人間の身体と同じように

多くの部分が一つに統合された

「キリストの体」なのです。そし

て、この多様性は、いろいろな才

能や賜物を持った人がいていろい
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ろな働きをするという、機能的な

〔働きの〕多様性のみではありま

せん。この多様性には人種的・社

会層的多様性〔つまり性別、人の

性格や、慣習や、伝統、年齢の差

を含めた多様性〕まで含まれてい

るのです。

人種的に「多」であることを、

パウロは「ユダヤ人であろうとギ

リシア人であろうと」（v.13）キ

リストにあって「一」つと語りま

す。それは人種や、文化的な差異

を軽視したり、それに無頓着であ

るという意味ではなく、それらの

差異がもたらす問題を知りつつ、

その問題を超えていくという意味

です。以前紹介したのですが、ア

メリカに人種差別を乗り越えよう

と して い る 教会 が あり ま す。

Circle Church〔輪・和の教会〕

という教会です。４０年ほど前に

その教会の礼拝に参加したことが

あります。今ではその規模と働き

がおおきく拡大して、現在、健康

・医療活動や法律相談、若者の就

学支援や、技術教育、等を含む教

会を中心に地域を変えていく活動

に発展しています。わたしが初め

て礼拝に参加したときは、まだ小

さな教会で、といっても１００名

は超えていましたが。そこには、

様々な人種の人が集まります。礼

拝が始まりますと、黒人の聖歌隊

が身体をスイングさせて歌いなが

ら教会に入場してきます。そして

会衆が立ち上がりその讃美歌に加

わって、礼拝が始まります。聖歌

隊が席に着きますと、白人の司会

者が祈りを捧げます。そしてそし

て説教になると韓国人〔オリエン

タル〕の説

教者が説教

を致します。

この教会は、

アメリカ社

会の現実で

ある「人種

差別」（ racism）に、福音に立つ

立場からその問題に向かい合い、

それを克服しようと努力してきた

教会なのです。

またはパウロは、社会層的〔社

会的階級について〕いろいろな人

がいる「多」（多様性）を主張し

ます。「奴隷であろうと自由な身

分の者であろうと」（v.14）キリ

ストにあって「一」つと語ります。

社会的な働きや地位や身分を超え

て一つなのです。実は、日本の首

相には意外にクリスチャンが多い
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のです。判明しているだけでも、

戦前では原敬〔明治6年（1873年）

カトリックとして受洗、洗礼名「ダ

ビデ」〕、戦後では吉田茂は、妻の

雪子さんがカトリックだったこと

もあり、吉田家は長男の健一を除

いてみな信者で、吉田もカトリッ

クには好意を持っておりました。

１９６４年（昭和39年）に建設さ

れた東京カテドラル聖マリア大聖

堂の後援会の会長も引き受けてお

ります。ただし岳父の牧野伸顕(大

久保利通次男)のアドバイスもあ

って、極右による標的となること

を避けるため、吉田自身は生涯洗

礼を受けませんでした。それでも

東京大司教館司教だった濱尾文郎

〔実兄濱尾実は東宮侍従〕に「元

気なときはともあれ、死にそうに

なったら、洗礼をうけて“天国泥

棒”をやってやろう」と語ってい

たこともあって、濱尾は吉田に死

後ただちに洗礼を授け、「ヨゼフ

・トマス・モア」として天国に送

っております。日本社会党の片山

哲〔日本基督教団富士見町教会会

員〕、鳩山一郎(フリーメイソン）、

大平正芳〔1929年（当時19歳）日

本基督教会・観音寺教会で受洗〕。

戦前、戦後を通して首相の数は計

６２人〔全体で97代／安倍晋三首

相は第90, 96, 97代の総理大臣〕。

約１３％の割合に当たります。

また、「社会的弱者」（ social
minority）の受容を率先して心が

ける教会もあります。大阪の釜ヶ

崎に教会と日雇い労働者やホーム

レスのシェルター（避難所、駆け

込み寺）を兼ねたような「ふるさ

との家」という社会福祉施設があ

ります。〔ＮＨＫの特別番組でも

紹介されたことのある〕本田哲朗

神父という有名な神父が、そこで

の活動を大きく前進させました。

神学生が夏に実習をさせていただ

いていた関係で、何度かお邪魔さ

せていただきました。ある年そこ

を訪ねたその日に、たまたま(ホ

ームレスの詩人と呼ばれた老婦人

の)ご葬儀があるというので、会

場の設営を手伝ったのですが、会

堂にスタンド型のたばこ盆を配置

するのですね。「兄ちゃん、兄ち

ゃん、たばこ盆は２列に一つ」と

サービスをする側にではなく サービスを受けなければならない側に主は、おられる。
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指示されましてね――まるで飯場

や建築現場で親方が仕切っている

ような感じです――神学校の教師

であろうが日雇いであろうが、関

係ないのですね。パウロも言いま

す「奴隷であろうと自由な身分の

者であろうと」これらの両極端の

社会層が、一つの教会に加えられ、

一つの体として互いに仕え合う教

会、それがパウロが目指した教会

であり、神の御心にかなう教会な

のです。あらゆる多様性を生み出

す 神 は 、 多

様 性 を も つ

統 一 体 を 創

り 出 す こ と

の で き る 方

であります。

「 皆 一 つ の

体となるために」（v.13）神は｢一

つの洗礼｣と､｢一つの霊」を授け

られたのです。教会のすべての運

動と力の源泉は神にあります。こ

の神の御前にあって教会が一つの

体となるとき、教会はすでに、社

会を変え始めているのです

２ 次に認識です。さて教会が一つ

の体として有機的結合を保ってい

くためには、４つの認識が必要だと

パウロは語っています。まず第１の

認識は、体のそれぞれの部分は違っ

ているという認識です。目と耳は違

いますし、手と足も違います。体の

それぞれの部分が相互に違っている

ように、教会のメンバーである一人

一人は違う存在だという認識が、教

会というキリストの体が一つである

為には必要なのです。１５－２０節。

12:15 足が、「わたしは手ではな

いから、体の一部ではない」と言

ったところで、体の一部でなくな

るでしょうか。12:16 耳が、「わ

たしは目ではないから、体の一部

ではない」と言ったところで、体

の一部でなくなるでしょうか。12

:17 もし体全体が目だったら、ど

こで聞きますか。もし全体が耳だ

ったら、どこでにおいをかぎます

か。12:18 そこで神は、御自分の

望みのままに、体に一つ一つの部

分を置かれたのです。12:19 すべ

てが一つの部分になってしまった

ら、どこに体というものがあるで

しょう。12:20 だから、多くの部

分があっても、一つの体なのです。

つまり、体の諸器官はそれぞれ異

なる機能を持っています。そして

異なる機能を持っているからこ

そ、その違いによって体全体が成

り立っているのです。それぞれの
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器官の持つ違い・特異性は体にと

って、なくてはならないものなの

です。

第２に大切な認識は、体の各部

分は、お互いがお互いを必要とし

ているということ、相互必要性〔わ

たしたちの存在は他者を必要とし

ていること〕の認識、つまり互い

が互いに依存しているという相互

の依存性の認識です。２１－２２

節を見てみましょう。

12:21 目が手に向かって「お前は

要らない」とは言えず、また、頭

が足に向かって「お前たちは要ら

ない」とも言えません。12:22 そ

れどころか、体の中でほかよりも

弱く見える部分が、かえって必要

なのです。

身体の中でいらないと思う部分は

あるでしょうか。「爪」なんかは、

ひょっとすると無くてもいいかも

しれない、と思われるでしょうか。

人とサル（類人猿）においては平

爪が発達しており、他の動物より、

物を掴んだり操作する能力に優れ

ています。さらにまた、硬い爪の

おかげで、物を分ける能力、挟む

能力なども飛躍的に発達しまし

た。手先の使用能力は、文化・芸

術の発展には、きわめて重要な要

素なのです。

眉毛や睫毛もいらない、とお考

えでしょうか。眉はほぼヒトに独

特のものです。まつげは多くのほ

乳類に見られるが、眉毛はありま

せん。眉毛は機能的には、額から

落ちる汗や雨水が目に入らないよ

うにする役割をもっています。同

様に、睫毛はほこりや小さなゴミ

が目にはいるのを避ける役割も担

っています。機能として大したこ

とがないかもしれませんが、しか

し、眉は人の表情を作る重要な役

割を担っており、それによるコミ

ュニケーションにおいても重要な

役割を果たしています。歌舞伎な

ど世界の古典

的な舞踊や芸

能において、

目や口元と同

様に眉を強調

する化粧を行う例は数多く見られ

ます。

そして、教会というキリストの体

が一つであるために必要な第３の認

識は、体の各部分が互いに〔相互に〕

配慮し合うことが必要であるとい

う、相互配慮の必要性の認識です。

２３－２５節を見てみましょう。

12:23 わたしたちは、体の中でほ
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かよりも恰好が悪いと思われる部

分を覆って、もっと恰好よくしよ

うとし、見苦しい部分をもっと見

栄えよくしようとします。12:24

見栄えのよい部分には、そうする

必要はありません。神は、見劣り

のする部分を

いっそう引き

立たせて、体

を組み立てら

れました。12:

25 それで、体

に分裂が起こらず、各部分が互い

に配慮し合っています。

その配慮はまず、(1)負の評価を

受ける部分、否定的な評価を受け

る〔ほかよりも弱く見える、恰好

が悪いと思われる、見苦しい、見

劣りのする（v.25）〕部分に対し

て必要とされます。それはまず、

それらに対して(2)神が配慮して

おられるからです。こう語られて

います。神は、見劣りのする部分

をいっそう引き立たせて、体を組

み立てられました。（v.25）

第４の認識は、この相互の緊密

な結びつきは、神の望んでおられ

ることだという、認識です。神は

体の諸部分が有機的に結合してい

ることを、望んでおられるのです。

１８節はそう教えています。

12:18 そこで神は、御自分の望み

のままに、体に一つ一つの部分を

置かれたのです。人間の身体は、

神の配剤の見事な現れです。キリス

トの体である教会についても、そ

うなのです。２６－２７節を見て

みましょう。

12:26 一つの部分が苦しめば、す

べての部分が共に苦しみ、一つの

部分が尊ばれれば、すべての部分

が共に喜ぶのです。12:27 あなた

がたはキリストの体であり、また、

一人一人はその部分です。

one for all, all for one, 一 人はみ

んなのために，みんなは一人のた

めに、存在するのです。それが教

会です。三銃士や保険やラグビー

だけではないのです。キリストの

体である教会こそ、そうなのです。

ひとつの部分が苦しめば、すべて

の部分が苦しみ、ひとつの部分が

尊ばれれば、すべての部分がとも

に喜ぶのです。これがキリストの

体である教会なのです。

３ 人的組織 しかしこのキリス

トの体としての教会は、具体的に

は教会組織という形を取ることに

なります。キリストの体を具体化

するものとして、教会に人的組織
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（人間の組織）が立てられます。

これは神の御心にかなったことで

した。２８節は「神は、教会の中

にいろいろな人をお立てになりま

した。第一に使徒、第二に預言者、

第三に教師、次に奇跡を行う者、

その次に病気をいやす賜物を持つ

者、援助する者、管理する者、異

言を語る者などです。」と始まり

ます。当時これらの教会の組織・

職制が意味していたもの、教会を

建て上げる上でこれらが満たした

教会の必要とは何であったでしょ

うか。これらの教会組織・職制が

担った本質とは何んでしょうか。

まず①使徒です。キリストの教

会は「使徒的」な教会と言われま

す。教会は使徒的な性格、使徒性

を持つと言われます。カトリック

の法王（教皇）は、主イエスが「こ

の岩の上にわたしの教会を建て

る」と言って、ペトロに与えた天

国の鍵に象徴される権威の継承者

と考えられます。カトリックでは

ペトロが初代の法王なのです。カ

トリックやギリシア正教、聖公会

等はこのような伝統を大切にす

る、伝統的・制度的な教会です。

しかし使徒性〔使徒的性格〕は単

なる伝統の形式を継承することで

はありません。初期のキリスト教

において、使徒たちの持っていた

大切な働きは、(1)主イエスから

の教えの伝承者としての働きと、

(2)主イエスの復活の証人として

の働きです。つまり使徒という職

務によって表されているのは、教

会 が使徒性 ・

伝統性 ・継続

性 ・保守性を

もつ共同体で

あるという意

味なのです。

それを言葉と

して最も端的

に表している

のが、使徒信

条なのです。

次に②預言

者です。預言者は旧約の時代だけ

に現れるのではなく、新約の時代

にも多くの預言者がいるのです。

預言者とはどういう人でしょう

か。預言者は、時代や状況に即応

して神の言葉を聞き、聖霊によっ

て語る者のことです。彼は(1)時

代や状況を見きわめ、(2)神の言

葉を直接的に伝達するのです。日

本基督教団から時に応じて出され

る祈りの要請や、公式声明は教会

サン・ピエトロ大聖堂（バチカン）
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の預言者的な性格を表していま

す。預言者という職務によって表

されているのは、教会が預言者的

性格つまり預言者性・時代対応性・

革新性をもつ共同体であるという

ことなのです。

そして次に③教師です。教師と

は、神の言葉の理解を助ける働き

をする者。神の言葉と信徒の生活

を繋ぐ者のことです。以上の使徒、

預言者、教師という三つの働きは、

教会がつねにみ言葉を聞ために存

在する働きです。そしてパウロは

①～③〔使徒、預言者、教師〕で

み言葉の重要性を確保した後、具

体的な働きの指摘にむかいます。

④奇跡を行う者、⑤病気を癒す賜

物を持つ者、⑥援助する者、⑦

管理する者、⑧ 異言を語る者と

列挙されていきます。教会は多様

な働きによって支えられている共

同体です。２９－３０節

12:29 皆が使徒であろうか。皆が

預言者であろうか。皆が教師であ

ろうか。皆が奇跡を行う者であろ

うか。12:30 皆が病気をいやす賜

物を持っているだろうか。皆が異

言を語るだろうか。皆がそれを解

釈するだろうか。

教会は、牧師だけでは成り立たな

い共同体です。牧師一人で成り立

っている教会は、早晩倒れます。

神さまの原則に則っていないから

です。教会は、

さまざまな働き

の集合体として

存在しているの

です。そしてそ

こ に お い て こ

そ、多様性に基

づいた一致が実

現されるのです。one for all, all
for one.〔ひとりはみんなのため

に、みんなはひとりのために〕が

現実のこととなるのです。

イエス・キリストは２０００年の

昔、実際に身体をもってこの地上を

生きられました。その生涯を通して

具体的に、人々と接触を繰り返しな

がら、救いのメッセージを広げてい

かれました。そして十字架でその救

いを完成して、死んで復活し、この

地上を離れられたのでした。今イエ

ス・キリストご自身の身体はこの地

上にありません。この地上で、ご自

身の思いを実現するための唯一の体

は、教会と呼ばれるキリストの体だ

けなのです。キリストの愛を語る声

を持っているのはこの体なのです。

キリストの愛の業を実行できる手足

執筆中のパウロ
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を持っているのは、この体なのです。

キリストの思いはこの体を通して、

現実のものとなるのです。神の救い

の業を実現するのに必要なのは、こ

の体なのです。

そして最後にパウロは、これま

で述べたあらゆる賜物よりも大き

な優れた賜物が存在していて、そ

土戸清 『現代新約聖書入門』 72頁

れを求めるように奨めます。パウ

ロはそれを、「最高の道」と呼ん

でいます。３１節

12:31 あなたがたは、もっと大き

な賜物を受けるよう熱心に努めな

さい。そこで、わたしはあなたが

たに最高の道を教えます。

そしてこれが１３章につながりま

す。有名な「愛の章」です。この

１３章は、コリントの信徒への手

紙一を読み解く鍵になる章でもあ

ります。１３章を途中少し省いて、

一読しておきましょう。〔新改訳

聖書の翻訳でお読みします〕

１たとい、私が人の異言や、御使

いの異言で話しても、愛がないな

ら、やかましいどらや、うるさい

シンバルと同じです。２また、た

とい私が預言の賜物を持ってお

り、またあらゆる奥義とあらゆる

知識とに通じ、また、山を動かす

ほどの完全な信仰を持っていて

も、愛がないなら、何の値うちも

ありません。３また、たとい私が

持っている物の全部を貧しい人た

ちに分け与え、また私のからだを

焼かれるために渡しても、愛がな

ければ、何の役にも立ちません。

４愛は寛容であり、愛は親切です。

また人をねたみません。愛は自慢
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せず、高慢になりません。５礼儀

に反することをせず、自分の利益

を求めず、怒らず、人のした悪を

思わず、６不正を喜ばずに真理を

喜びます。７すべてをがまんし、

すべてを信じ、すべてを期待し、

すべてを耐え忍びます。８愛は決

して絶えることがありません。預

言の賜物ならばすたれます。異言

ならばやみます。知識ならばすた

れます。〔中略〕 13こういうわけ

で、いつまでも残るものは信仰と

希望と愛です。その中で一番すぐ

れている のは愛です。

そしてわたしたちは、神さまによ

って愛され、その愛によって信仰の

灯を点され、召されて教会の一員と

なったのです。キリストが一人一人

ために、その命を捨てられたからで

す。そこに愛を見出したからこそ、

互いに愛し合うべき存在として一つ

の共同体を形成します。教会は「神

の家族」と呼ばれます。この家族の

基盤は、キリストの愛にしかありま

せん。それ以外の基盤は、教会を建

て上げるには脆弱すぎるのです。だ

からこそわたしたちは教会を建て上

げるために、キリストのみ言葉を大

切にし、愛の交わりを大切にし、宣

教メッセージを大切にし、そこに示

される神の御心を、具体的な働きと

して実現できるように、躓きながら

も神の助けによって努力しているの

です。そして教会が福音〔主の十字

架と復活〕を具体的な姿で証しする

程に成長するとき、教会のすべての

働きを通して、神の栄光がたたえ

られるのです。今週も、小さな愛

の業を大切に歩んでまいりましょ

う。祈りましょう。

2019.3.17 日本基督教団千歳丘教会礼拝
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12:12 体は一つでも、多くの部分

から成り、体のすべての部分の数

は多くても、体は一つであるよう

に、キリストの場合も同様である。

12:13 つまり、一つの霊によって、

わたしたちは、ユダヤ人であろう

とギリシア人であろうと、奴隷で

あろうと自由な身分の者であろう

と、皆一つの体となるために洗礼

を受け、皆一つの霊をのませても

らったのです。

12:14 体は、一つの部分ではなく、

多くの部分から成っています。

12:15 足が、「わたしは手ではな

いから、体の一部ではない」と言

ったところで、体の一部でなくな

るでしょうか。

12:16 耳が、「わたしは目ではな

いから、体の一部ではない」と言

ったところで、体の一部でなくな

るでしょうか。

12:17 もし体全体が目だったら、

どこで聞きますか。もし全体が耳

だったら、どこでにおいをかぎま

すか。

12:18 そこで神は、御自分の望み

のままに、体に一つ一つの部分を

置かれたのです。

12:19 すべてが一つの部分になっ

てしまったら、どこに体というも

のがあるでしょう。

12:20 だから、多くの部分があっ

ても、一つの体なのです。

12:21 目が手に向かって「お前は

要らない」とは言えず、また、頭

が足に向かって「お前たちは要ら

ない」とも言えません。

12:22 それどころか、体の中でほ

かよりも弱く見える部分が、かえ

って必要なのです。

12:23 わたしたちは、体の中でほ

かよりも恰好が悪いと思われる部

分を覆って、もっと恰好よくしよ

うとし、見苦しい部分をもっと見

栄えよくしようとします。

12:24 見栄えのよい部分には、そ

うする必要はありません。神は、

見劣りのする部分をいっそう引き

立たせて、体を組み立てられまし

た。

12:25 それで、体に分裂が起こら

ず、各部分が互いに配慮し合って

います。

12:26 一つの部分が苦しめば、す

べての部分が共に苦しみ、一つの

部分が尊ばれれば、すべての部分

が共に喜ぶのです。

12:27 あなたがたはキリストの体

であり、また、一人一人はその部

分です。
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12:28 神は、教会の中にいろいろ

な人をお立てになりました。第一

に使徒、第二に預言者、第三に教

師、次に奇跡を行う者、その次に

病気をいやす賜物を持つ者、援助

する者、管理する者、異言を語る

者などです。

12:29 皆が使徒であろうか。皆が

預言者であろうか。皆が教師であ

ろうか。皆が奇跡を行う者であろ

うか。

12:30 皆が病気をいやす賜物を持

っているだろうか。皆が異言を語

るだろうか。皆がそれを解釈する

だろうか。

12:31 あなたがたは、もっと大き

な賜物を受けるよう熱心に努めな

さい。そこで、わたしはあなたが

たに最高の道を教えます。

12:12 Kaqavper ga;r to; sw'ma e{n ejstin

kai; mevlh polla; e[cei, pavnta de; ta;

mevlh tou' swvmato" polla; o[nta e{n

ejstin sw'ma, ou{tw" kai; oJ Cristov":

12:13 kai; ga;r ejn eJni; pneuvmati hJmei'"

pavnte" eij" e}n sw'ma ejbaptivsqhmen, ei

[te !Ioudai'oi ei[te {Ellhne" ei[te dou'loi

ei[te ejleuvqeroi, kai; pavnte" e}n pneu'ma

ejpotivsqhmen.

12:14 kai; ga;r to; sw'ma oujk e[stin e}n

mevlo" ajlla; pollav.

12:15 eja;n ei[ph/ oJ pouv", {Oti oujk eijmi;

ceivr, oujk eijmi; ejk tou' swvmato", ouj

para; tou'to oujk e[stin ejk tou'

swvmato"_

12:16 kai; eja;n ei[ph/ to; ou", {Oti oujk

eijmi; ojfqalmov", oujk eijmi; ejk tou'

swvmato", ouj para; tou'to oujk e[stin ejk

tou' swvmato":

12:17 eij o{lon to; sw'ma ojfqalmov", pou'

hJ ajkohv_ ei j o {lon ajkohv, pou' hJ

o[sfrhsi"_

12:18 nuni; de; oJ qeo;" e[qeto ta; mevlh,

e}n e{kaston aujtw'n ejn tw'/ swvmati

kaqw;" hjqevlhsen.

12:19 eij de; h|n ta; pavnta e}n mevlo",

pou' to; sw'ma_

12:20 nu'n de; polla; me;n mevlh, e}n de;

sw'ma.

12:21 ouj duvnatai de; oJ ojfqalmo;"

eijpei'n th'/ ceiriv, Creivan sou oujk e[cw,

h] pavlin hJ kefalh; toi'" posivn, Creivan

uJmw'n oujk e[cw:

12:22 a jlla ; pollw ' / ma 'llon ta ;

dokou 'nta me v lh tou ' sw vmato"

ajsqenevstera uJpavrcein ajnagkai'av

ejstin,

12:23 kai; a} dokou'men ajtimovtera

ei|nai tou' swvmato" touvtoi" timh;n

perissotevran peritivqemen, kai; ta;

a jsch vmona hJmw 'n eu jschmosuvnhn
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perissotevran e[cei,

12:24 ta; de; eujschvmona hJmw'n ouj

c r e i v a n e [ c e i . a j l l a ; o J q e o ; "

s u n e k e v r a s e n t o ; s w ' m a t w ' /

uJsteroumevnw/ perissotevran dou;"

timhvn,

12:25 i{na mh; h|/ scivsma ejn tw'/ swvmati

a jlla ; to ; au jto ; u Jpe ;r a jllh vlwn

merimnw'sin ta; mevlh.

12:26 kai; ei[te pavscei e}n mevlo",

sumpavscei pavnta ta; mevlh: ei[te

doxavzetai (e}n) mevlo", sugcaivrei

pavnta ta; mevlh.

12:27 @Umei'" dev

ejste sw'ma Cristou' kai; mevlh ejk

mevrou".

12:28 kai; ou}" me;n e[qeto oJ qeo;" ejn th'/

e jkklhsi va / prw 'ton a jposto vlou",

d e u v t e r o n pr ofh v t a " , t r i v t o n

didaskavlou", e [peita duna vmei",

e [ pe ita cari v smata i j ama v twn ,

ajntilhvmyei", kubernhvsei", gevnh

glwssw'n.

12:29 mh; pavnte" ajpovstoloi_ mh;

pa vnte" profh 'tai_ mh ; pa vnte"

didavskaloi_ mh; pavnte" dunavmei"_

12:30 mh; pavnte" carivsmata e[cousin

i jamavtwn_ mh; pavnte" glwvssai"

lalou'sin_ mh; pavnte" diermhneuvousin_

12:31 zhlou'te de; ta; carivsmata ta;

meivzona. Kai; e[ti kaq! uJperbolh;n oJdo;n

uJmi'n deivknumi.


